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7 　 脊 髄 後 角 に お け る テ タ ヌ ス 刺 激 反 復 に よ る 膜

電位画像応答の増強（その2）
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同 　 医 学 部 保 健 学 科 検 査

技術科学専攻 *

【目的】 テ タ ヌ ス 刺激に対する脊髄後角の 膜電

位変化を光学的に観察 し, 解析を試み た .

【方法】 成熟 ラ ッ トの 脊髄横断ス ライ ス 標本を

膜電位感受性色素で染色後, 脊髄後根また は根流

人部を刺激し, 神経細胞 の膜電位変化を高速カ メ

ラで撮影した .

【結果】 テ タ ヌ ス 刺激に より後角Ⅱ層を中心 に

脱分極が 起 こ り, 数秒 間持続 した . そ の 応 答は

C N Q X (10 〃 M ) で抑制された . ま た, こ の 応答

は刺激を繰り返 すこ とで 強度 が増 して い っ た が,

C P P ( 5 F L M ) 濯流後は抑制され た . テ タ ヌ ス 刺

激後 , 単発刺激に対する応答の 増強は認め られな

か っ た .

【考察】 結果 か ら , テ タ ヌ ス刺激によ る応答は

A M P A 受容体を介 して おり, 応答が増強する現象

に は N M D A 受容体の 関与が示唆され る .
ニ ュ

ー

ロ ン の興奮性の 高まりによ っ て の み応答の 増強が

起 こ っ て い るの では なく, 神経の 活動電位に伴い

細胞 間隙に K が蓄積 して 起 きた グ リ アの 脱分極

も観察 して い る可能性も考 えられ るが , 更に検討

を要する .

8 　 ラ ッ ト 脊 髄 S G ニ ュ ロ ン に お け る カ プ サ イ

シンの作用がC o 2＋によって抑制される
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【背景】 カ プサイ シ ン は非選択性陽イ オ ン チ ャ

ンネ ル の カ プサイ シ ン レ セ プタ ー ( V R
-

1) を介

して
, 脊髄 S G ニ ュ

ー

ロ ン に つ い て 自発的伝達を

促進する .

【目的】 電位依存性 カ ル シ ウ ム チ ャ ンネ ル ブロ

ッ カ
ー で あ る C o 2 ＋ が カ プサ イ シ ン の 作用 に影響

があ るか どうか に つ い て検索する.

【材料と方法】

1 . 650/ ∠ m の脊髄ス ライ ス を作成 した ･

2 . 全細胞 P a t c b cl a m p 法を用 い て, s E P S C を測

定 した .

【結果】

1 . C a p s ai ci n 潅流後, s E P S C 頻度が 2 .1 3 倍, 辛

均振幅が 1 .53 倍に増加した . C a p s ai ci n と C o b alt

潅流後, s E P S C 頻度が 1 .7 7 倍に増加 した が, 平均

振幅が 0 .78 倍で増加 しな か っ た .

2 . C a p s ai ci n 潅流後, 大きい振幅の s E P S C が多

く現れた . C a p s ai ci n と C o b alt 潅流後, s E P S C の

頻度が増加 した が , 大きい 振幅の s E P S C が あま

り出なか っ た .

【結語】 脊髄S G ニ ュ
ー

ロ ン の s E P S C に対する

C a p s ai ci n の 作用 は非選択性陽イ オ ン チ ャ ンネ ル

の カ プサ イ シ ン レ セ プタ ー と関連が あるだけで は

なく, 電位依存性カ ル シ ウム チ ャ ンネ ル と も関連

が ある .

9  N M D A 受 容 体 ε 1 サ ブ ユ ニ ッ ト 欠 損 マ ウ ス

は麻酔薬感受性が低下してい る
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ケ タ ミ ン は臨床濃度で N M D A 受容体阻害作用

を有する静脈麻酔薬であ る .
しか しケ タ ミ ン に よ

る麻酔作用の責任標的が N M D A 受容体で ある か

否 か い ま だ不 明 で あ る . 本 研究 は 4 種架 の

N M D A 受容体 E サ ブユ ニ ッ トの 中で 最 も多く中

枢神経系に発現 して い る E l サ ブ ユ ニ ッ トの ケ タ

ミ ン麻酔に おける役割を調 べ るた めに E l サ ブユ

ニ ッ ト欠損マ ウ ス を用い て , 解析 した .

野生型 と ∈ 1 サブユ ニ ッ ト欠損 マ ウ ス に ケタ ミ

ン の 腹腔内投与 (6 0 , 80 及び 10 0 m g/ k g) を した

徳, 麻酔作用を反映する と考えられ る マ ウ ス の 立

ち直り反射の r ati n g s c ale を用い マ ウ ス の麻酔薬

感受性 を評価 した . その 結果, e l サ ブユ ニ ッ ト

欠損 マ ウ ス は野生型 に比べ て低い ケ タ ミ ン感受性


